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(論文審査の要旨)  
 学士 (工学)，修士 (工学) を有する尾藤健太君の学位請求論文は「ナノ・マイクロ制御可能なポ
リマー加工技術による血管内治療用バイオマテリアルの創製」と題し，全 6 章からなる．本論文を
もって，2018 年 11 月より主査と副査による専修予備審査がとり行われ，さらには審査担当者との
個別のディスカッションを幾度か経て予備審査を終了し，専攻にて受理申請が承認されるに至っ
た．その後，2019 年 1 月 17 日に公聴会が開催され，最終審査会において論文審査と学識確認を経
て，本報告に至っている．尾藤健太君の研究成果につき，以下に述べる． 
 近年，外科的手術に代わり，低侵襲治療として血管系 interventional radiology (IVR) 治療に用いる
次世代医療機器の開発技術が発展してきた．そこで，本研究では，ポリマーマテリアルに関するア
プローチから，既存の IVR での課題解決をはかり，その有効性を評価している． 
 第 1 章に，血管系 IVR の概説および本論の研究成果の応用先として検討している医療機器である
ステント，カバードステント，肝臓がん治療の血管塞栓材料について，背景と問題点を述べている． 
 第 2 章および第 3 章では，2-methacryloyloxyethyl phosphorylcholine (MPC) と butyl methacrylate 
(BMA) によるコポリマーである poly(MPC-co-BMA) (MPC polymer) の膜上に，マイクロスケール
の水素含有アモルファスカーボン (hydrogenated amorphous carbon: a-C:H) ブロックをパターニン
グした micro-patterned a-C:H/MPC polymer を作製し，内皮化促進性と血液適合性を両立させるステ
ントコーティングとしての本材料の機能性を評価している． 
 第 4 章では，エレクトロスピニング法を用いて MPC polymer fiber 不織布を作製し，その上に
micro-patterned a-C:H を成膜し，カバードステント用のカバー材料サンプル  (micro-patterned 
a-C:H/MPC polymer fiber) を作製している．サンプルの薬剤溶出性を評価しており，a-C:H の被覆面
積比によって薬剤溶出性を制御できることを明らかにしている． 
 第5章では，脂溶性X線造影剤リピオドール (Lipiodol: LPD) と生分解性ポリマーpolycaprolactone 
(PCL) の複合ゲルを，本研究用に設計したマイクロ流体デバイスを用いることでマイクロビーズ化
している．そこでは，X 線によって識別可能な CT 値（1500 HU 以上）かつ術後 1 ヶ月以内に生体
内分解する肝動脈塞栓術用の塞栓ビーズを作製している．その X 線視認性および生体内分解性を評
価しており，X 線造影に必要な CT 値（1500 HU）を優に超えた 3753 HU という値を示している．
さらには，ウサギ肝動脈における in vivo 生体内分解試験においても，1 ヶ月以内に塞栓箇所の血流
が再開通したことから，設計通りに生体内分解されていることが明らかになっている． 
 第 6 章には，各章で得られた結果を総括し，本論文の結論を述べている． 
以上要するに，本研究により得られた知見は，工学上および医学上における，特に血管系 IVR
用の新しい材料開発へ寄与するところが少なくない．よって，本論文の著者は博士（工学）の学位
を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い，当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
 
